
JP 2016-100891 A 2016.5.30

10

(57)【要約】
【課題】既存の固定電話を用いることで、安価に、使い
勝手よく、システムの動作の安定性を向上できる監視シ
ステムを提供する。
【解決手段】監視システムは、センサと、監視カメラと
、電力制御機器と、固定電話網に接続されて他固定電話
機と通話可能な親機と、携帯電話網を介して他携帯電話
機と接続する携帯電話端末と、を備える。センサ、監視
カメラ、又は電力制御機器は、異常を検出した場合、異
常検出信号を親機へ送信し、親機は、異常検出信号を受
信した場合、異常検出信号の少なくとも一部を変換して
通知情報を生成し、通知情報を携帯電話端末へ送信し、
通知情報を携帯電話端末へ送信し、携帯電話端末は、通
知情報に基づく警告画面を表示する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサと、
　マイク、スピーカ及び撮像部を有する監視カメラと、
　通信機能を有し、各装置へ電力を供給又は供給停止する電力制御機器と、
　前記監視カメラ、前記センサ、及び前記電力制御機器と通信可能であり、固定電話網に
接続されて他固定電話機と通話可能な親機と、
　表示部を備え、前記親機との間で無線ルータを用いて無線通信可能であり、携帯電話網
を介して他携帯電話機と接続する携帯電話端末と、
　を備え、
　前記センサ、前記監視カメラ、又は前記電力制御機器は、異常を検出した場合、異常が
検出された旨の異常検出信号を前記親機へ送信し、
　前記親機は、前記異常検出信号を受信した場合、前記異常検出信号の少なくとも一部を
変換して通知情報を生成し、前記通知情報を前記携帯電話端末へ送信し、
　前記携帯電話端末は、前記通知情報に基づく警告画面を前記表示部に表示する、監視シ
ステム。
【請求項２】
　請求項１に記載の監視システムであって、
　前記親機は、前記異常検出信号を受信した場合、異常が発生した前記センサ、前記監視
カメラ、又は前記電力制御機器の識別情報を変換して前記通知情報を生成する、監視シス
テム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の監視システムであって、
　前記携帯電話端末は、前記通知情報に基づいて、前記異常が発生した旨の警告画面を生
成する、監視システム。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の監視システムであって、
　前記監視カメラは、温度センサを備え、所定温度以下の温度を検出した場合、異常を検
出する、監視システム。
【請求項５】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の監視システムであって、
　前記親機は、前記監視カメラとの間の通信接続の切断を検出した場合、異常を検出し、
前記異常を検出した監視カメラの識別情報を変換して通前記通知情報を生成し、前記通知
情報を前記携帯電話端末へ送信する、監視システム。
【請求項６】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の監視システムであって、
　前記センサは、前記センサのバッテリ残量が所定残量以下であることを検出した場合、
異常を検出する、監視システム。
【請求項７】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の監視システムであって、
　前記電力制御機器は、当該電力制御機器を流れる電流を検出する電流検出部を備え、前
記電流検出部により所定電流以上の電流を検出した場合、異常を検出する、監視システム
。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の監視システムであって、
　前記携帯電話端末は、操作部を備え、前記操作部が所定操作を受け付けた場合、前記警
告画面を段階的に表示する、監視システム。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれか１項に記載の監視システムであって、
　前記警告画面は、異常が発生した機器の前記親機により変換された後の識別情報、又は
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、異常の種別の情報、を含む、監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、監視システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラ、センサ等を用いた監視システムが知られている（例えば、特許文献１参
照）。この監視システムは、監視装置及び監視サーバを備える。
【０００３】
　監視装置は、撮像手段、音声入出力手段、及び人感センサ等の対象認識手段を有する。
撮像手段は、監視空間における監視対象を撮像する。音声入出力手段は、監視対象への音
声出力及び監視対象からの音声入力を行う。対象認識手段は、監視対象を認識したことに
応じて対象認識信号を出力する。
【０００４】
　監視サーバは、受付手段、取得手段、及び通信手段を有する。受付手段は、監視装置か
らの対象認識信号の入力を受け付ける。取得手段は、受付手段によって対象認識信号が受
け付けられことに基づき、撮像手段により撮像された映像情報及び音声入出力手段による
音声入力により得られた音声情報を取得する。通信手段は、受付手段によって対象認識信
号が受け付けられた場合に、登録されたユーザの情報端末に対して接続要求を発信する。
また、通信手段は、接続要求に情報端末が応じたことにより確立された監視装置と情報端
末との間の双方向通信によって、取得手段により取得された映像情報及び音声情報を情報
端末に転送し、情報端末からの映像情報及び音声情報を受信して監視装置に転送する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３２３５３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、監視システムとして専用のシステムが必要であり、監視システムの導
入に多大な労力や費用を要していた。また、例えば、監視システムにおけるカメラがバッ
テリ不足に陥った場合、又はカメラ周辺の温度が過度な高温又は低温となった場合、監視
システムが安定して動作しないことがあった。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、既存の固定電話を用いることで、安
価に、使い勝手よく、システムの動作の安定性を向上できる監視システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の監視装置は、センサと、マイク、スピーカ及び撮像部を有する監視カメラと、
各装置へ電力を供給し、電流、電圧、又は電力の情報を通信する電力制御機器と、前記監
視カメラ、前記センサ、及び前記電力制御機器と通信可能であり、固定電話網に接続され
て他固定電話機と通話可能な親機と、表示部を備え、前記親機との間で無線ルータを用い
て無線通信可能であり、携帯電話網を介して他携帯電話機と接続する携帯電話端末と、を
備え、前記センサ、前記監視カメラ、又は前記電力制御機器は、異常を検出した場合、異
常が検出された旨の異常検出信号を前記親機へ送信し、前記親機は、前記異常検出信号を
受信した場合、前記異常検出信号の少なくとも一部を変換して通知情報を生成し、前記通
知情報を前記携帯電話端末へ送信し、前記携帯電話端末は、前記通知情報に基づく警告画
面を前記表示部に表示する。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明によれば、既存の固定電話を用いることで、安価に使い勝手のよい、システムの
動作の安定性を向上できる監視システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態における監視カメラシステムのシステム構成を示す図
【図２】実施形態における親機の内部構成を示すブロック図
【図３】実施形態における子機の内部構成を示すブロック図
【図４】実施形態におけるカメラの内部構成を示すブロック図
【図５】実施形態におけるセンサの内部構成を示すブロック図
【図６】実施形態におけるスマートフォンの内部構成を示すブロック図
【図７】実施形態におけるスマートプラグの内部構成を示すブロック図
【図８】実施形態におけるスマートフォンがカメラから画像データや音声データを取得し
て出力する場合の監視カメラシステムの動作例を示すシーケンス図
【図９】実施形態におけるカメラに異常が発生した場合の監視カメラシステムの動作例を
示すシーケンス図
【図１０】実施形態におけるスマートプラグに異常が発生した場合の監視カメラシステム
の動作例を示すシーケンス図
【図１１】実施形態におけるカメラに異常が発生した場合の監視カメラシステムの他の動
作例を示すシーケンス図
【図１２】（Ａ）実施形態におけるカメラに異常が発生した場合の警告画面の画面例を示
す模式図、（Ｂ）実施形態におけるスマートプラグに異常が発生した場合の警告画面の画
面例を示す模式図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。
【００１２】
　図１は、本実施形態の監視カメラシステム５のシステム構成を示す図である。監視カメ
ラシステム５は、主に宅内８に設置されており、親機１０と、複数台の子機２０Ａ，２０
Ｂ，・・・と、複数台のカメラ（屋内カメラ３０Ａ，監視カメラ３０Ｂ，ベビーモニタカ
メラ３０Ｃ）と、各種センサ（具体的には、人感センサ４０Ａ，４０Ｂ，煙センサ４０Ｃ
，開閉センサ４０Ｄ）と、スマートフォン５０と、無線ルータ６０とを含む構成である。
なお、この監視カメラシステム５の構成は一例であり、種々の態様に変更可能である。
【００１３】
　親機（ゲートウェイ）１０は、監視カメラシステム５の全体の動作を制御する制御装置
であり、ＤＥＣＴ（Digital Enhanced Cordless Telecommunications）の通信方式を用い
て、子機、カメラ、センサ等と通信可能に接続される。また、親機１０は、無線ＬＡＮ（
Local Area Network）を用いた無線ルータ６０を介してインターネット６５（ネットワー
ク）に接続される。また、親機１０は、有線で固定電話網８５に接続され、固定電話機８
１と通話可能である。また、親機１０は、差込口１０ａに挿入された子機２０Ａを充電す
る機能を有する。
【００１４】
　子機２０Ａ，２０Ｂは、ＤＥＣＴの通信方式で親機１０と接続され、親機１０と通話可
能である。特に、２台の子機２０Ａ，２０Ｂを区別する必要が無い場合、子機２０と総称
する。
【００１５】
　各種センサ４０（具体的には、人感センサ４０Ａ，４０Ｂ，煙センサ４０Ｃ，開閉セン
サ４０Ｄ）は、ＤＥＣＴの通信方式で親機１０と接続される。ここでは、センサとして、
窓の開閉を検出する開閉センサ４０Ｄ、煙を感知する煙センサ４０Ｃ、及び赤外線によっ
て人を感知する人感センサ４０Ａ，４０Ｂが用いられる。特に、これらのセンサの種類を
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区別する必要が無い場合、センサ４０と総称する。また、後述するように、カメラ３０に
内蔵された赤外線センサ３１３（図４参照）も、人感センサとして用いられる。
【００１６】
　複数台のカメラ（屋内カメラ３０Ａ，監視カメラ３０Ｂ，ベビーモニタカメラ３０Ｃ，
・・・）は、通話機能を有し、ＤＥＣＴの通信方式で親機１０と接続される。ここでは、
カメラとして、屋外を撮像する監視カメラ３０Ｂ、及び宅内８を撮像する屋内カメラ３０
Ａ、及び乳幼児の睡眠場所（例えばベビーベッド又はその周辺）を撮像するベビーモニタ
カメラ３０Ｃが用いられる。特に、カメラの種類を区別する必要が無い場合、カメラ３０
と総称する。
【００１７】
　スマートフォン５０は、無線ＬＡＮを用いた無線ルータ６０を介して親機１０と接続さ
れる。また、スマートフォン５０は、３Ｇ（第３世代）、ＬＴＥ（Long Term Evolution
）等の通信方式を用いた携帯電話網７５を介して携帯電話機７０や他のスマートフォン等
と接続される。
【００１８】
　図２は、親機１０の内部構成を示すブロック図である。親機１０は、制御部１０９と、
記憶部１０３と、操作部１０５と、表示部１０６とを含む構成である。親機１０は、各種
の入力操作を受け付け、また、親機１０は、表示部１０６に画像等の情報を表示する。制
御部１０９は、呼制御部１１０及び音声ストリーム処理部１１２を内蔵し、通話の呼制御
や音声データの処理等を行う。
【００１９】
　また、親機１０は、画像メモリ制御部１１５と、画像メモリ１１６とを有し、カメラ３
０で撮像された画像データ等を画像メモリ１１６に記憶する。
【００２０】
　また、親機１０は、無線ＬＡＮ制御部１２１と、無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部１２２とを有
し、無線ＬＡＮで接続された無線ルータ６０を介してスマートフォン５０、カメラ３０等
と画像データ及び音声データを送受信する。
【００２１】
　また、親機１０は、ＤＥＣＴプロトコル制御部１０８と、ＤＥＣＴ無線Ｉ／Ｆ部１０７
とを有し、ＤＥＣＴの無線方式を用いて、子機２０、センサ４０及びカメラ３０と無線接
続を行う。
【００２２】
　また、親機１０は、音声バス１１７と、音声入出力制御部１０４と、スピーカ１２９と
、マイク１２８とを有し、外部に対して音声の入出力を行う。
【００２３】
　また、親機１０は、固定電話回線Ｉ／Ｆ部１０１を有し、固定電話網８５に接続された
外部の固定電話機８１と通話可能である。
【００２４】
　また、親機１０は、子機／携帯端末充電部１２６を有し、差込口１０ａに挿入された子
機２０あるいはスマートフォン５０を充電する。
【００２５】
　また、親機１０は、ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ部１２７を有し、ＵＳＢ（Universal Serial Bus
）規格のインタフェースを有する機器やメモリ等とデータを送受信する。
【００２６】
　また、親機１０は、各種センサ４０と複数のカメラ３０をそれぞれ関連付けて記憶部１
０３に登録する。例えば、人感センサ４０Ｂと監視カメラ３０Ｂは、屋外の近接した場所
に設置されているので、関連付けて登録される。また、監視カメラ３０Ｂは、後述するよ
うに、人感センサである赤外線センサ３１３（図４参照）を一体として内蔵するので、こ
の赤外線センサ３１３とも関連付けて登録される。また、人感センサ４０Ａと、煙センサ
４０Ｃと、開閉センサ４０Ｄとは、いずれも宅内８に設置されているので、屋内カメラ３
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０Ａやベビーモニタカメラ３０Ｃとそれぞれ関連付けて登録される。
【００２７】
　図３は、子機２０の内部構成を示すブロック図である。子機２０は、制御部２４７と、
記憶部２４２と、操作部２４４と、表示部２４５とを含む構成である。子機２０は、各種
の入力操作を受け付け、表示部２４５に画像等の情報を表示する。
【００２８】
　また、子機２０は、ＤＥＣＴプロトコル制御部２４９と、ＤＥＣＴ無線Ｉ／Ｆ部２４８
とを有し、ＤＥＣＴの無線方式を用いて親機１０、センサ４０及びカメラ３０と無線接続
を行う。
【００２９】
　また、子機２０は、音声バス２５５と、音声入出力制御部２４３と、スピーカ２５２と
、マイク２５１とを有し、外部に対して音声の入出力を行う。
【００３０】
　また、子機２０は、２次電池２５０を備える。２次電池２５０は、充電可能な電池であ
り、各部に電力を供給する。
【００３１】
　図４は、カメラ３０の内部構成を示すブロック図である。カメラ３０の一例としての屋
内カメラ３０Ａ、監視カメラ３０Ｂ、及びベビーモニタカメラ３０Ｃは、いずれもほぼ同
じ仕様を有する。カメラ３０は、制御部３０９と、記憶部３０３と、操作部３０５とを含
む構成である。カメラ３０は、撮像に関する動作を行うとともに、入力操作を受け付ける
。
【００３２】
　また、カメラ３０は、ＤＥＣＴプロトコル制御部３１７と、ＤＥＣＴ無線Ｉ／Ｆ部３１
８とを有し、ＤＥＣＴの無線方式を用いて親機１０と無線接続を行う。
【００３３】
　また、カメラ３０は、無線ＬＡＮ制御部３２１と、無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部３２２とを
有し、無線ＬＡＮで接続された無線ルータ６０を介して親機１０、スマートフォン５０等
と画像データ及び音声データを送受信する。
【００３４】
　また、カメラ３０は、音声バス３０７と、音声入出力制御部３０４と、スピーカ３２９
と、マイク３２８とを有し、外部に対して音声の入出力を行う。
【００３５】
　また、カメラ３０は、撮像部３１２と、画像メモリ制御部３１６と、画像メモリ３１５
とを有し、撮像部３１２で撮像された画像データを画像メモリ３１５に記憶する。撮像部
３１２は、レンズ及び撮像素子（例えば、ＣＣＤ（Charged Coupled Device）、又はＣＭ
ＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）等のイメージセンサ）を有する。
【００３６】
　また、カメラ３０は、人感センサとして、例えばＰＩＲ（Passive Infra Red）センサ
である赤外線センサ３１３を一体に内蔵する。赤外線センサ３１３は、人が発する熱（赤
外線）の変化を検出して人の存在を感知する。カメラ３０は、商用交流を電源とする電源
部３１４を有する。カメラ３０は、カメラ３０の周囲の温度を測定する温度センサ３１３
ａを有してもよい。
【００３７】
　図５は、センサ４０の内部構成を示すブロック図である。センサ４０は、制御部４４７
と、記憶部４４２と、表示ランプ４４５とを含む構成である。センサ４０は、対象（例え
ば侵入者。以下同様。）を検出した場合に、表示ランプ４４５を点灯する等、所定の検出
動作を行う。
【００３８】
　また、センサ４０は、ＤＥＣＴプロトコル制御部４４９と、ＤＥＣＴ無線Ｉ／Ｆ部４４
８とを有し、ＤＥＣＴの無線方式で親機１０と無線接続を行い、対象を検出すると、セン
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サ検出情報を親機１０に送る。
【００３９】
　センサ部４５３は、センサ４０の種類によって異なる。例えば、人感センサ４０Ａ，４
０Ｂの場合、センサ部４５３は、例えば、赤外線の変化によって人を感知するＰＩＲセン
サである。窓等の開閉を検出する開閉センサ４０Ｄの場合、センサ部４５３は、例えば、
開閉によってオン／オフに切り替わるリードスイッチである。煙センサ４０Ｃの場合、セ
ンサ部４５３は、例えば、発光した光が煙によって遮光されることで煙を感知する発光・
受光部である。
【００４０】
　充電池４５０は、充電可能な電池であり、各部に電力を供給する。
【００４１】
　図６は、スマートフォン５０の内部構成を示すブロック図である。スマートフォン５０
は、制御部５０６と、記憶部５０４と、表示／操作部（タッチパネル）５０３とを含む構
成である。スマートフォン５０は、各種の入力操作を受け付け、表示／操作部５０３に画
像等の情報を表示する。制御部５０６は、後述するように、カメラ３０の機能を設定可能
な監視機能制御部５１４を内蔵する。表示／操作部５０３は、表示部及び操作部が一体化
された表示入力部であり、画面に画像やアイコン等の情報を表示するとともに、使用者に
よる画面へタップ操作（又はタッチ操作）を受け付ける。
【００４２】
　また、スマートフォン５０は、３Ｇプロトコル制御部５０２と、３Ｇ無線Ｉ／Ｆ部５０
１とを有し、３Ｇ（第３世代）の無線通信方式を用いて、携帯電話網７５に接続された携
帯電話機７０や他のスマートフォンと無線接続を行う。
【００４３】
　また、スマートフォン５０は、音声バス５１５と、音声入出力制御部５０５と、スピー
カ５１３と、マイク５１２とを有し、外部に対して音声の入出力を行う。
【００４４】
　また、スマートフォン５０は、無線ＬＡＮ制御部５０７と、無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部５
０８とを有し、無線ＬＡＮで接続された無線ルータ６０を介して親機１０、カメラ３０等
と画像データ及び音声データを送受信する。
【００４５】
　また、スマートフォン５０は、ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ部５１１を有し、ＵＳＢ（Universal 
Serial Bus）規格のインタフェースを有する機器やメモリ等とデータを送受信する。
【００４６】
　また、スマートフォン５０は、２次電池５５０を備える。２次電池５５０は、充電可能
な電池であり、各部に電力を供給する。
【００４７】
　図７は、スマートプラグ８０の内部構成を示すブロック図である。スマートプラグ８０
には、カメラや他の機器が接続可能である。
【００４８】
　スマートプラグ８０は、制御部８４７と、記憶部８４２と、表示ランプを備えた表示部
８４５とを有する。記憶部８４２には、例えば、スマートプラグ８０がスマートフォン５
０又は親機１０と通信を行うことで、設定又は変更が可能なオン（電力供給）／オフ（電
力供給遮断）の条件設定が登録される。
【００４９】
　また、スマートプラグ８０は、ＤＥＣＴプロトコル制御部８４９と、ＤＥＣＴ無線Ｉ／
Ｆ部８４８とを有し、ＤＥＣＴの無線方式で親機１０と無線接続を行い、この無線接続を
介して送られる信号に従って、スマートプラグ８０に接続される各機器へ商用交流電源の
供給又は遮断を切り替える。
【００５０】
　また、スマートプラグ８０は、スイッチ部８５０を有する。スイッチ部８５０は、プラ
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グ端子８５１とコンセント端子８５２との間で、電力供給線の接続又は遮断を行う。スイ
ッチ部８５０は、ソレノイドコイル８５３によって駆動され、ソレノイドコイル８５３に
交流電源からの駆動電流を流すことによってスイッチ部８５０を閉結し、プラグ端子８５
１とコンセント端子８５２との間を導通させる。また、スイッチ部８５４は、制御部８４
７の制御によってソレノイドコイル８５３に流す駆動電流をオン／オフさせる。
【００５１】
　プラグ端子８５１とスイッチ部８５０との間には電流検出素子８５５が設けられ、プラ
グ端子８５１とコンセント端子８５２の間で電流が流れると、電流検出素子８５５が検出
し、検出信号を制御部８４７へ送る。尚、プラグ端子８５１には、様々な機器（電気機器
、電子機器等）が接続され得る。
【００５２】
　次に、監視カメラシステム５の動作を説明する。
【００５３】
　図８は、スマートフォン５０がカメラ３０から画像データや音声データを取得して出力
する場合の監視カメラシステム５の動作例を示すシーケンス図である。
【００５４】
　スマートフォン５０には、例えば、監視カメラシステム５に対応したホームセキュリテ
ィ用のアプリケーションが予めインストールされており、ユーザの入力操作により、この
アプリケーションが起動しているとする。
【００５５】
　親機１０は、所定のトリガ動作の検出情報（例えば各種センサ４０のセンサ部４５３や
カメラ３０の赤外線センサ３１３による検出の情報）を取得すると（Ｓ１）、無線ＬＡＮ
を用いてスマートフォン５０との間で無線通信の接続を行う（Ｓ２）。親機１０は、スマ
ートフォン５０との間の無線通信の接続が完了すると、スマートフォン５０に所定のトリ
ガ動作の検出情報（上述参照）を転送する（Ｓ３）。
【００５６】
　スマートフォン５０は、ユーザによる画像／音声データの出力指示操作を受け付けると
（Ｓ４）、画像／音声データの転送要求の情報を送信する（Ｓ５）。親機１０は、スマー
トフォン５０からの画像／音声データの転送要求の情報を受信すると、カメラ３０に対し
、画像／音声データの転送を要求する（Ｓ６）。
【００５７】
　なお、親機１０は、スマートフォン５０に所定のトリガ動作の検出情報（上述参照）を
転送すると同時に、カメラ３０に対し、画像／音声データの転送を要求してもよい（Ｓ６
）。
【００５８】
　カメラ３０は、親機１０からの画像／音声データの転送要求を受信すると、無線ＬＡＮ
を用いて親機１０との間で無線通信の接続を行い、撮像部３１２で撮像した画像データ及
びマイク３２８で収音した音声データを取得して親機１０に転送する（Ｓ７）。親機１０
は、カメラ３０から転送された画像データ及び音声データをスマートフォン５０に転送す
る（Ｓ８）。
【００５９】
　スマートフォン５０は、親機１０から転送された画像データを表示／操作部５０３に表
示し、親機１０から転送された音声データをスピーカ５１３から出力する（Ｓ９）。これ
により、スマートフォン５０のユーザは、カメラ３０からの画像データを含むモニタ画面
を表示でき、カメラ３０からの音声データを音声出力できる。モニタ画面には、複数のカ
メラ３０からの画像データが含まれてもよい。
【００６０】
　図９は、カメラ３０に異常が発生した場合の監視カメラシステム５の動作例を示すシー
ケンス図である。図９では、カメラ３０の周囲温度として過度な低温、つまり所定の許容
温度以下の温度が検出されることを想定する。尚、許容温度としての閾値は、予め定めら
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れている。
【００６１】
　まず、カメラ３０は、温度センサ３１３ａにより所定閾値以下の温度（低温）を検出す
ると（Ｓ１０１）、親機１０に対して低温を検出した旨を含む異常通知を行う（Ｓ１０２
）。この異常通知の情報は、例えば、カメラ３０の異常が検出、異常が発生したカメラ３
０を識別するためのカメラＩＤ、異常の種類の情報（例えば低温情報）を含む。異常の検
出の情報は、例えば、異常検出フラグである。例えば、親機１０は、カメラ３０により異
常が検出された場合、カメラ３０によりオンに設定された異常検出フラグを取得する。
【００６２】
　尚、温度センサは、カメラ３０が設けておらず、カメラ３０の近傍に、センサ４０とし
ての温度センサが設けられてもよい。この場合、カメラ３０とセンサ４０としての温度セ
ンサとは関連付けされる。
【００６３】
　親機１０は、カメラ３０からの異常通知を受信すると、この異常通知に含まれるカメラ
ＩＤ（機械的な識別情報）を、スマートフォン５０のユーザが識別可能なカメラの識別情
報に変換する。親機１０は、例えば、予めカメラＩＤに対応するユーザが認識可能なカメ
ラの識別情報を変換テーブル（不図示）に保持している。
【００６４】
　例えば、カメラＩＤ「Ｃ１２３４５」を「カメラ１（Ｃａｍｅｒａ１）」に変換する。
例えば、カメラＩＤ「Ｃ２３４５６」を「カメラ２（Ｃａｍｅｒａ２）」に変換する。例
えば、カメラＩＤ「Ｃ３４５６７」を「カメラ３（ｃａｍｅｒａ３）」に変換する。例え
ば、カメラＩＤ「Ｃ４５６７８」を「カメラ４（Ｃａｍｅｒａ４）」に変換する。変換後
のカメラの識別情報は、例えば警告画面に表示される（例えば図１２（Ａ）参照）。
【００６５】
　親機１０は、異常通知の情報に基づいて、カメラＩＤから変換されたカメラの識別情報
を含む通知情報を生成する（Ｓ１０３）。例えば、親機１０は、変換後のカメラの識別情
報と、カメラの異常が検出された旨の情報と、を含む第１の通知情報を生成する。例えば
、親機１０は、変換後のカメラの識別情報と、当該識別情報により識別されるカメラの異
常が検出された旨の情報を、含む第２の通知情報を生成する。例えば、親機１０は、変換
後のカメラの識別情報と、異常の種別の情報と、を含む第３の通知情報を生成する。尚、
第１の通知情報と第２の通知情報とは同じでもよい。
【００６６】
　親機１０は、第１の通知情報を含めて、スマートフォン５０に対して、第１の異常通知
を行う（Ｓ１０４）。つまり、第１の異常通知は、カメラ３０に異常が発生した旨の情報
を含む。
【００６７】
　スマートフォン５０は、親機１０からの第１の異常通知を受信すると、第１の通知情報
に基づいて、警告画面Ｄ１（例えば図１２（Ａ）参照）を生成し、表示する（Ｓ１０５）
。警告画面Ｄ１は、監視カメラシステム５が備える各種機器（例えば、カメラ３０（Ｃａ
ｍｅｒａ）、センサ４０（Ｓｅｎｓｏｒ）、スマートプラグ８０（Ｐｌｕｇ）、電話機（
親機１０又は子機２０）（Ｐｈｏｎｅ））のうち、カメラ３０に異常がある旨を示してい
る。警告画面Ｄ１，Ｄ４（後述）は、直線により示された機器が正常動作しており、直線
の一部に所定の波形が含まれる機器に異常が発生していることを例示している。ユーザは
、画面Ｄ１を確認することで、監視カメラシステム５における各機器のうち、カメラ３０
に異常が発生していることを認識できる。
【００６８】
　ユーザが、画面Ｄ１を確認して、例えばカメラアイコンＩ１を選択（例えばタップ）す
ると、スマートフォン５０は、カメラアイコンＩ１への選択操作（例えばタップ操作）を
受け付ける（Ｓ１０６）。
【００６９】
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　スマートフォン５０は、当該選択操作に基づく第１の情報要求を行う（Ｓ１０７）。第
１の情報要求は、第１の通知情報よりもカメラ３０の異常に関する詳細な情報の要求を含
む。
【００７０】
　親機１０は、スマートフォン５０からの第１の情報要求を受信すると、第２の通知情報
を含めて、スマートフォン５０に対して、第２の異常通知を行う（Ｓ１０８）。つまり、
第２の異常通知は、特定のカメラ３０に異常が発生した旨の情報を含む。
【００７１】
　スマートフォン５０は、親機１０からの第２の異常通知を受信すると、第２の通知情報
に基づいて、警告画面Ｄ２（例えば図１２（Ａ）参照）を生成し、表示する（Ｓ１０９）
。警告画面Ｄ２は、複数のカメラ３０のうち、特定のカメラ３０（ここではカメラ１とし
ての寝室に設置されたカメラ）に異常がある旨（「Ｄｅｖｉｃｅ　Ｄｅｆｅｃｔ」）を示
している。ユーザは、画面Ｄ２を確認することで、複数のカメラ３０のうち、特定のカメ
ラ１（例えば寝室に設置されたカメラ）に異常が発生していることを認識できる。また、
特定のカメラがカメラ１として表示されることで、ユーザは、カメラＩＤが直接表示され
るよりも、場所等の設置環境を容易に把握できる。
【００７２】
　ユーザが、画面Ｄ２を確認して、例えば、画面Ｄ２におけるカメラ１の表示領域Ｉ２を
選択（例えばタップ）すると、スマートフォン５０は、カメラ１の選択操作（例えばタッ
プ操作）を受け付ける（Ｓ１１０）。
【００７３】
　スマートフォン５０は、当該選択操作に基づく第２の情報要求を行う（Ｓ１１１）。第
２の情報要求は、第２の通知情報よりもカメラ３０の異常に関する詳細な情報の要求を含
む。
【００７４】
　親機１０は、スマートフォン５０からの第２の情報要求を受信すると、第３の通知情報
を含めて、スマートフォン５０に対して、第３の異常通知を行う（Ｓ１１２）。つまり、
第３の異常通知は、異常の種類の情報を含む。
【００７５】
　スマートフォン５０は、親機１０からの第３の異常通知を受信すると、第３の通知情報
に基づいて、画面Ｄ３（例えば図１２（Ａ）参照）を生成し、表示する（Ｓ１１３）。画
面Ｄ３は、低温による警告情報（Ｃｏｌｄ　Ａｌｅｒｔ）の詳細を文字情報により示して
いる。ユーザは、画面Ｄ３を確認することで、カメラ１の周辺に低温異常が発生している
ことを認識できる。
【００７６】
　このように、親機１０がスマートフォン５０へ段階的にカメラ３０に関する異常通知を
行うことで、スマートフォン５０は、監視カメラシステム５に発生したカメラ３０の異常
を段階的に提示できる。よって、ユーザは、例えばスマートフォン５０の画面を確認する
ことで、異常が発生した機器、場所、異常の種別等を容易に認識できる。
【００７７】
　尚、第１～第３の通知情報をＳ１０３において一度に生成することを例示したが、親機
１０は、第２の異常通知を行う際に第２の通知情報を生成し、第３の異常通知を行う際に
第３の通知情報を生成してもよい。
【００７８】
　図１０は、スマートプラグ８０に異常が発生した場合の監視カメラシステム５の第２動
作例を示すシーケンス図である。図１０では、スマートプラグ８０において過電流、つま
り所定の許容電流以上の電流が検出されることを想定する。尚、許容電流としての閾値は
、予め定められている。
【００７９】
　まず、スマートプラグ８０は、電流検出素子８５５により所定閾値以上の電流（過電流
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）を検出すると（Ｓ１５１）、親機１０に対して過電流を検出した旨を含む異常通知を行
う（Ｓ１５２）。この異常通知は、例えば、スマートプラグ８０の異常の検出、異常が発
生したスマートプラグ８０を識別するためのプラグＩＤ、異常の種類の情報（例えば過電
流情報）を含む。
【００８０】
　親機１０は、スマートプラグ８０からの異常通知を受信すると、この異常通知に含まれ
るプラグＩＤ（機械的なＩＤ）を、スマートフォン５０のユーザが識別可能なスマートプ
ラグの識別情報に変換する。親機１０は、例えば、予めプラグＩＤに対応するユーザが識
別可能なスマートプラグの識別情報を変換テーブル（不図示）に保持している。この変換
テーブルは、上述したカメラ３０用の変換テーブル（不図示）と同様である。例えば、親
機１０は、プラグＩＤ「Ｐ１２３４５」を「プラグ１」に変換する。
【００８１】
　親機１０は、異常通知の情報に基づいて、プラグＩＤから変換されたスマートプラグの
識別情報を含む通知情報を生成する（Ｓ１５３）。例えば、親機１０は、変換後のスマー
トプラグの識別情報と、スマートプラグ８０の異常が検出された旨の情報と、異常の種別
（ここでは過電流）の情報を含む第４の通知情報を生成する。このように、親機１０は、
異常通知に含まれる情報を加工して通知情報を生成する。
【００８２】
　親機１０は、第４の通知情報を含めて、スマートフォン５０に対して、第４の異常通知
を行う（Ｓ１５４）。つまり、第４の異常通知は、スマートプラグ８０に過電流の異常が
発生した旨の情報を含む。
【００８３】
　スマートフォン５０は、親機１０からの第４の異常通知を受信すると、第４の通知情報
に基づいて、警告画面Ｄ４（図１２（Ｂ）参照）を生成し、表示する（Ｓ１５５）。警告
画面Ｄ４は、監視カメラシステム５が備える各種機器（例えば、カメラ３０（Ｃａｍｅｒ
ａ）、センサ４０（Ｓｅｎｓｏｒ）、スマートプラグ８０（Ｐｌｕｇ）、電話機（親機１
０又は子機２０）（Ｐｈｏｎｅ））のうち、スマートプラグ８０に過電流の異常がある旨
を示している。ユーザは、画面Ｄ４を確認することで、監視カメラシステム５における各
機器のうち、スマートプラグ８０に異常が発生しており、異常の原因は過電流であること
を認識できる。
【００８４】
　このように、親機１０がスマートフォン５０へ段階的にスマートプラグ８０に関する異
常通知を行うことで、スマートフォン５０は、監視カメラシステム５に発生したカメラ３
０の異常を段階的に提示できる。よって、ユーザは、例えばスマートフォン５０の画面を
確認することで、異常が発生した機器、異常の種別等を容易に認識できる。
【００８５】
　尚、図１２（Ｂ）に示すスマートプラグ８０の警告表示においても、図１２（Ａ）に示
すカメラ３０の警告表示と同様に、スマートフォン５０が、段階的に複数の警告画面を表
示してもよい。また、カメラ３０の警告表示と同様に、スマートフォン５０が、複数のス
マートプラグ８０のうちの特定のスマートプラグ８０において異常が発生していることを
認識可能に表示してもよい。
【００８６】
　図１１は、カメラ３０に異常が発生した場合の監視カメラシステム５の他の動作例を示
すシーケンス図である。図１１は、図９に示した動作例の変形例である。図１１では、親
機１０からスマートフォン５０への異常通知を１度で行う場合を例示する。尚、図１１に
おいて、図９と同様の動作については、同一のステップ番号を付し、説明を省略又は簡略
化する。
【００８７】
　Ｓ１０１～Ｓ１０３の処理後、親機１０は、第１の通知情報、第２の通知情報、及び第
３の通知情報を含めて、スマートフォン５０に対して第５の異常通知を行う（Ｓ２０４）
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。
【００８８】
　スマートフォン５０は、親機１０からの第５の異常通知を受信すると、第５の異常通知
に含まれる第１の通知情報に基づいて、警告画面Ｄ１（例えば図１２（Ａ）参照）を生成
し、表示する（Ｓ２０５）。ユーザは、警告画面Ｄ１を確認することで、監視カメラシス
テム５における各機器のうち、カメラ３０に異常が発生していることを認識できる。
【００８９】
　ユーザが、警告画面Ｄ１を確認して、例えばカメラアイコンＩ１を選択（例えばタップ
）すると、スマートフォン５０は、カメラアイコンＩ１への選択操作（例えばタップ操作
）を受け付ける（Ｓ２０６）。
【００９０】
　スマートフォン５０は、当該選択操作に受け付けると、第５の異常通知に含まれる第２
の通知情報に基づいて、警告画面Ｄ２（例えば図１２（Ｂ）参照）を生成し、表示する（
Ｓ２０７）。ユーザは、警告画面Ｄ２を確認することで、複数のカメラ３０のうち、特定
のカメラ１（例えば寝室に設置されたカメラ）に異常が発生していることを認識できる。
【００９１】
　ユーザが、警告画面Ｄ２を確認して、例えば、警告画面Ｄ２におけるカメラ１の表示領
域Ｉ２を選択（例えばタップ）すると、スマートフォン５０は、カメラ１の選択操作（例
えばタップ操作）を受け付ける（Ｓ２０８）。
【００９２】
　スマートフォン５０は、当該選択操作を受け付けると、第５の異常通知に含まれる第３
の通知情報に基づいて、警告画面Ｄ３（例えば図１２（Ｃ）参照）を生成し、表示する（
Ｓ２０９）。ユーザは、警告画面Ｄ３を確認することで、カメラ１の周囲に低温異常が発
生していることを認識できる。
【００９３】
　このように、親機１０がスマートフォン５０へ１度に異常通知を行う場合でも、スマー
トフォン５０は、監視カメラシステム５に発生した異常を段階的に提示できる。よって、
ユーザは、例えばスマートフォン５０の警告画面を確認することで、異常が発生した機器
、場所、異常の種別等を容易に認識できる。更に、親機１０とスマートフォン５０との間
の異常通知に係る通信回数や通信時間を低減でき、通信資源を有効利用できる。
【００９４】
　このように、監視カメラシステム５は、例えば、カメラ３０が作動しなくなる原因であ
るバッテリや温度等を事前にスマートフォン５０に通知するので、居住者は、カメラ３０
が作動しなくなる原因を事前に除去できる。従って、監視カメラシステム５は、カメラ３
０が安定して作動し易いセキュリティシステムを提供できる。
【００９５】
　なお、本発明は、上記実施形態の構成に限られるものではなく、特許請求の範囲で示し
た機能、または本実施形態の構成が持つ機能が達成できる構成であればどのようなもので
あっても適用可能である。
【００９６】
　例えば、上記実施形態では、親機１０は、カメラ３０の低温が検出された場合、スマー
トプラグ８０において過電流が検出された場合、異常を検出することを例示したが、これ
以外の場合に異常を検出してもよい。
【００９７】
　例えば、上記実施形態では、親機１０は、カメラ３０と親機１０との間の通信リンク（
通信接続）が切断された場合に、異常を検出してもよい。例えば、親機１０は、例えばカ
メラ３０との間で定期的な制御信号を送受信し、カメラ３０からの制御信号を所定期間受
信しなかった場合、通信リンクが切断されていることを認識できる。親機１０は、この異
常を検出した場合、カメラ３０のＩＤをスマートフォン５０のユーザが識別可能なカメラ
の識別情報に変換し、通知情報を生成する。
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【００９８】
　上記通信リンクの切断により親機１０が異常検出することで、例えば、不審者が意図的
にカメラ３０と親機１０との間の通信線を切断した場合でも、警告画面により監視者が異
常の発生を認識できる。また、意図せずにネットワーク不良等により上記通信リンクが切
断された状態である場合でも、警告画面により監視者が異常の発生を認識でき、迅速にネ
ットワーク復旧のための処理を実施できる。
【００９９】
　例えば、上記実施形態では、センサ４０は、センサ４０のバッテリ残量が所定残量以下
であることを検出した場合、異常を検出してもよい。この場合、センサ４０は、親機１０
に対して異常通知を行う。これにより、センサ４０が起動不能になる前に、バッテリの交
換等を行うことができ、監視カメラシステム５による監視性能の低下を抑制できる。
【０１００】
　以上のように、監視カメラシステム５は、センサ４０、カメラ３０、スマートプラグ８
０、親機１０、及びスマートフォン５０を備える。カメラ３０は、マイク３２８、スピー
カ３２９及び撮像部３１２を有する。親機１０は、カメラ３０、センサ４０、スマートプ
ラグ８０と通信可能であり、固定電話網８５に接続されて固定電話機８１と通話可能であ
る。スマートフォン５０は、表示／操作部５０３を備え、親機１０との間で無線ルータを
用いて無線通信可能であり、携帯電話網７５を介して携帯電話機７０と接続する。センサ
４０、カメラ３０、スマートプラグ８０は、異常を検出した場合、異常が検出された旨の
異常検出信号を親機１０へ送信する。親機１０は、異常検出信号を受信した場合、異常検
出信号の少なくとも一部を変換して通知情報を生成し、通知情報をスマートフォン５０へ
送信する。スマートフォン５０は、通知情報に基づく警告画面を表示／操作部５０３に表
示する。
【０１０１】
　尚、監視カメラシステム５は、監視システム  BR>フ一例である。カメラ３０は、監視
カメラの一例である。スマートプラグ８０は、電力制御機器の一例である。スマートフォ
ン５０は、携帯電話端末の一例である。
【０１０２】
　これにより、専用のシステムを必要とせず、既存のセンサ４０、カメラ３０、スマート
フォン５０を用いて監視カメラシステム５を構築できる。従って、監視カメラシステム５
の導入に多大な労力や費用を要しない。また、例えば、監視カメラシステム５に何らかの
異常が発生した場合でも、親機１０やスマートフォン５０が連携することで、スマートフ
ォン５０のユーザは、迅速に異常の発生を検出できる。従って、監視カメラシステム５が
安定して動作できる。
【０１０３】
　また、監視カメラシステム５は、親機１０が、異常検出信号を受信した場合、異常が発
生したセンサ４０、カメラ３０、又はスマートプラグ８０の識別情報を変換して異常検出
信号から通知情報を生成してもよい。
【０１０４】
　これにより、スマートフォン５０のユーザは、異常が発生した機器の識別が容易になる
。
【０１０５】
　また、監視カメラシステム５は、スマートフォン５０は、通知情報に基づいて、異常が
発生した旨の警告画面を生成してもよい。
【０１０６】
　これにより、親機１０により警告画面を生成する手間を省くことができ、警告画面の表
示に必要なネットワークリソースを低減できる。
【０１０７】
　また、監視カメラシステム５は、カメラ３０が、温度センサ３１３ａを備え、所定温度
以下の温度を検出した場合、異常を検出してもよい。
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【０１０８】
　これにより、スマートフォン５０は、例えばカメラ３０が寒冷地の屋外に設置された場
合には、カメラ３０の動作可能温度以下の低温であることを提示できる。よって、スマー
トフォン５０のユーザは、カメラ３０の設置場所や設置方法について、対策を講じること
ができる。
【０１０９】
　また、監視カメラシステム５は、親機１０は、カメラ３０との間の通信接続の切断を検
出した場合、異常を検出し、異常を検出したカメラ３０の識別情報を変換して通知情報を
生成し、通知情報をスマートフォン５０へ送信してもよい。
【０１１０】
　これにより、例えば、不審者が意図的にカメラ３０と親機１０との間の通信線を切断し
た場合でも、スマートフォン５０のユーザは、警告画面によりが異常の発生を認識できる
。また、意図せずにネットワーク不良等により通信接続が切断された状態である場合でも
、スマートフォン５０のユーザは、警告画面により異常の発生を認識でき、迅速にネット
ワーク復旧のための処理を実施できる。
【０１１１】
　また、監視カメラシステム５は、センサ４０が、センサ４０のバッテリ残量が所定残量
以下であることを検出した場合、異常を検出してもよい。
【０１１２】
　これにより、スマートフォン５０のユーザは、警告画面により異常の発生を認識でき、
センサ４０が起動不能になる前に、バッテリの交換等を行うことができる。従って、監視
カメラシステム５は、監視性能の低下を抑制できる。
【０１１３】
　また、監視カメラシステム５は、前記スマートプラグ８０は、当該スマートプラグ８０
を流れる電流を検出する電流検出素子８５５を備え、電流検出素子８５５により所定電流
以上の電流を検出した場合、異常を検出してもよい。尚、電流検出素子８５５は、電流検
出部の一例である。
【０１１４】
　これにより、スマートフォン５０のユーザは、警告画面により異常の発生を認識でき、
迅速に過電流の原因を除去することで、機器使用時の安全性を向上できる。
【０１１５】
　また、監視カメラシステム５は、スマートフォン５０が、表示／操作部５０３を備え、
表示／操作部５０３が所定操作を受け付けた場合、警告画面を段階的に表示してもよい。
【０１１６】
　これにより、スマートフォン５０のユーザは、ユーザ操作主導により、各種異常に関す
る必要な情報に絞って得ることができる。また、異常の概要情報から詳細情報に順次表示
することで、異常の情報を把握し易くなる。
【０１１７】
　また、監視カメラシステム５は、警告画面が、異常が発生した機器の親機により変換さ
れた後の識別情報、又は、異常の種別の情報、を含んでもよい。
【０１１８】
　これにより、スマートフォン５０のユーザは、異常に関する情報を容易に把握できる。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明は、既存の固定電話を用いることで、安価に使い勝手のよい、システムの動作の
安定性を向上できる監視システム等に有用である。
【符号の説明】
【０１２０】
　５　監視カメラシステム
　８　宅内
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　１０　親機
　１０ａ　差込口
　２０、２０Ａ、２０Ｂ　（コードレス）子機
　３０　カメラ
　３０Ａ　屋内カメラ
　３０Ｂ　監視カメラ
　３０Ｃ　ベビーモニタカメラ
　４０　センサ
　４０Ａ、４０Ｂ　人感センサ
　４０Ｃ　煙センサ
　５０　スマートフォン
　６０　無線ルータ
　６５　インターネット
　７０　携帯電話機
　７５　携帯電話網
　８０　スマートプラグ
　８１　固定電話機
　８５　固定電話網
　１０１　固定電話回線Ｉ／Ｆ部
　１０３、２４２、３０３、４４２、５０４、８４２　記憶部
　１０４、２４３、３０４、５０５　音声入出力制御部
　１０５、２４４、３０５、８４１　操作部
　１０６、２４５、８４５　表示部
　１０７、２４８、４４８、８４８　ＤＥＣＴ無線Ｉ／Ｆ部
　１０８、２４９、４４９、８４９　ＤＥＣＴプロトコル制御部
　１０９、２４７、３０９、４４７、５０６、８４７　制御部
　１１０　呼制御部
　１１２　音声ストリーム処理部
　１１５　画像メモリ制御部
　１１６　画像メモリ
　１１７、２５５、３０７、５１５　音声バス
　１２１、３２１、５０７　無線ＬＡＮ制御部
　１２２、３２２、５０８　無線ＬＡＮ通信Ｉ／Ｆ部
　１２６　子機／携帯端末充電部
　１２７　ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ部
　１２８、２５１、３２８、５１２　マイク
　１２９、２５２、３２９、５１３　スピーカ
　２５０、５５０　２次電池
　３１２　撮像部
　３１３　赤外線センサ
　３１５　画像メモリ
　３１６　画像メモリ制御部
　４４５　表示ランプ
　４５０　充電池
　４５３　センサ部
　５０１　３Ｇ無線Ｉ／Ｆ部
　５０２　３Ｇプロトコル制御部
　５０３　表示／操作部
　５１１　ＵＳＢ通信Ｉ／Ｆ部
　５１４　監視機能制御部
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　８５０，８５４　スイッチ部
　８５１　プラグ端子
　８５２　コンセント端子
　８５３　ソレノイドコイル
　８５５　電流検出素子

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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